
○
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
八
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
並

び
に
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
別
表
第
七
第
六
号
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全

衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
三
節

木
材
加
工
用
機
械
（
第
百
二

目
次
中
「
第
三
節

木
材
加
工
用
機
械
（
第
百
二
十
二
条
―
第
百
三
十
条
）
」
を

第
三
節
の
二

食
品
加
工
用
機
械
（
第

十
二
条
―
第
百
三
十
条
）

「
第
一
款

総

に
、
「
第
一
款

構
造
（
第
百
五
十
二
条
・
第
百
五
十
三
条
）
」
を

百
三
十
条
の
二
―
第
百
三
十
条
の
九
）
」

第
一
款
の
二

則
（
第
百
五
十
一
条
の
八
十
四
）



に
、
「
第
五
款

ブ
レ
ー
カ
（
第
百
七
十
一
条
の
四
）
」
を
「
第
五
款

解
体

構
造
（
第
百
五
十
二
条
・
第
百
五
十
三
条
）
」

用
機
械
（
第
百
七
十
一
条
の
四
―
第
百
七
十
一
条
の
六
）
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
の
見
出
し
中
「
そ
う
じ
等
」
を
「
掃
除
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
そ
う
じ
」
を
「
掃
除
」
に
、
「
又
は
修

理
」
を
「
、
修
理
又
は
調
整
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
、
「
覆お

お

い
」
を
「
覆
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
か
け
」
を
「
掛
け
」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
一
章
中
第
三
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節
の
二

食
品
加
工
用
機
械

（
切
断
機
等
の
覆
い
等
）

第
百
三
十
条
の
二

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
切
断
機
又
は
食
品
加
工
用
切
削
機
の
刃
の
切
断
又
は
切
削
に
必
要
な
部
分
以
外

の
部
分
に
は
、
覆
い
、
囲
い
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
切
断
機
等
に
原
材
料
を
送
給
す
る
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
三

事
業
者
は
、
前
条
の
機
械
（
原
材
料
の
送
給
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
に
原
材
料



を
送
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
、
又
は
労

働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
切
断
機
等
か
ら
原
材
料
を
取
り
出
す
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
四

事
業
者
は
、
第
百
三
十
条
の
二
の
機
械
（
原
材
料
の
取
出
し
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く

。
）
か
ら
原
材
料
を
取
り
出
す
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を

停
止
し
、
又
は
労
働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
粉
砕
機
等
へ
の
転
落
等
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
五

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
粉
砕
機
又
は
食
品
加
工
用
混
合
機
の
開
口
部
か
ら
転
落
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働

者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
蓋
、
囲
い
、
高
さ
が
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
柵
等
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
蓋
、
囲
い
、
柵
等
を
設
け
る
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
（
令
第
十
三

条
第
三
項
第
二
十
八
号
の
安
全
帯
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
さ
せ
る
等
転
落
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講



じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
開
口
部
か
ら
可
動
部
分
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は

、
蓋
、
囲
い
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

労
働
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
そ
の
他
の
命
綱
（
以
下
「
安
全
帯
等
」
と
い
う
。
）
の
使
用

を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
粉
砕
機
等
に
原
材
料
を
送
給
す
る
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
六

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
機
械
（
原
材
料
の
送
給
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の
を
除
く
。
）
に

原
材
料
を
送
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
、

又
は
労
働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
粉
砕
機
等
か
ら
内
容
物
を
取
り
出
す
場
合
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
七

事
業
者
は
、
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
の
機
械
（
内
容
物
の
取
出
し
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
構
造
の
も
の

を
除
く
。
）
か
ら
内
容
物
を
取
り
出
す
と
き
は
、
当
該
機
械
の
運
転
を
停
止
し
、
又
は
労
働
者
に
用
具
等
を
使
用
さ
せ
な
け



れ
ば
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
用
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ロ
ー
ル
機
の
覆
い
等
）

第
百
三
十
条
の
八

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
ロ
ー
ル
機
の
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
は
、
覆
い
、
囲

い
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
成
形
機
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

第
百
三
十
条
の
九

事
業
者
は
、
食
品
加
工
用
成
形
機
又
は
食
品
加
工
用
圧
縮
機
に
労
働
者
が
身
体
の
一
部
を
挟
ま
れ
る
こ
と

等
に
よ
り
当
該
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
覆
い
、
囲
い
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
混
合
機
」
の
下
に
「
（
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
の
機
械
を

除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に
、
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
、
「
（
令
第
十
三
条
第
三
項
第
二
十
八
号
の
安

全
帯
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
安
全
帯
そ
の
他

の
命
綱
（
以
下
「
安
全
帯
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
安
全
帯
等
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
混
合
機
（
」
の
下
に
「
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
の
機
械
及
び
」
を
加
え
、
「
行
な
わ
れ
る
」



を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
七
条
第
一
項
中
「
本
章
第
四
節
に
規
定
す
る
」
を
「
第
百
三
十
条
の
九
及
び
本
章
第
四
節
の
」
に
、
「
は
さ
ま
れ

る
」
を
「
挟
ま
れ
る
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
三
条
中
「
ブ
レ
ー
カ
」
を
「
解
体
用
機
械
」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
二
章
第
一
節
中
第
一
款
を
第
一
款
の
二
と
し
、
同
節
に
第
一
款
と
し
て
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
一
款

総
則

（
定
義
等
）

第
百
五
十
一
条
の
八
十
四

こ
の
節
に
お
い
て
解
体
用
機
械
と
は
、
令
別
表
第
七
第
六
号
に
掲
げ
る
機
械
で
、
動
力
を
用
い
、

か
つ
、
不
特
定
の
場
所
に
自
走
で
き
る
も
の
を
い
う
。

２

令
別
表
第
七
第
六
号
２
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
機
械
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

鉄
骨
切
断
機

二

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
砕
機

三

解
体
用
つ
か
み
機



第
百
五
十
七
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
転
落
等
の
防
止
等
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
行
な
う

」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
五
十
七
条
の
二

事
業
者
は
、
路
肩
、
傾
斜
地
等
で
あ
つ
て
、
車
両
系
建
設
機
械
の
転
倒
又
は
転
落
に
よ
り
運
転
者
に
危

険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
転
倒
時
保
護
構
造
を
有
し
、
か
つ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
備
え
た
も
の
以
外

の
車
両
系
建
設
機
械
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
運
転
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
使
用
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
五
条
中
「
及
び
取
り
は
ず
し
」
を
「
又
は
取
り
外
し
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
安
全
ブ
ロ
ツ
ク
等
」
の
下
に
「
及
び
第
百
六
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
架
台
」
を
加
え
、
第
二
編
第
二
章
第
一
節
第

二
款
中
第
百
六
十
六
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
の
倒
壊
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

第
百
六
十
六
条
の
二

事
業
者
は
、
車
両
系
建
設
機
械
の
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
の
装
着
又
は
取
り
外
し
の
作
業
を
行
う
と
き
は
ア

タ
ツ
チ
メ
ン
ト
が
倒
壊
す
る
こ
と
等
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
架
台
を

使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
架
台
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
の
装
着
の
制
限
）

第
百
六
十
六
条
の
三

事
業
者
は
、
車
両
系
建
設
機
械
に
そ
の
構
造
上
定
め
ら
れ
た
重
量
を
超
え
る
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
を
装
着

し
て
は
な
ら
な
い
。

（
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
の
重
量
の
表
示
等
）

第
百
六
十
六
条
の
四

事
業
者
は
、
車
両
系
建
設
機
械
の
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
を
取
り
替
え
た
と
き
は
、
運
転
者
の
見
や
す
い
位

置
に
ア
タ
ツ
チ
メ
ン
ト
の
重
量
（
バ
ケ
ツ
ト
、
ジ
ツ
パ
ー
等
を
装
着
し
た
と
き
は
、
当
該
バ
ケ
ツ
ト
、
ジ
ツ
パ
ー
等
の
容
量

又
は
最
大
積
載
重
量
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
表
示
し
、
又
は
当
該
車
両
系
建
設
機
械
に
運
転
者
が
ア

タ
ツ
チ
メ
ン
ト
の
重
量
を
容
易
に
確
認
で
き
る
書
面
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
八
条
第
一
項
中
「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
、
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
百
七
十
一
条
の
四
の
特
定
解
体
用
機
械
に
あ
つ
て
は
、
逆
止
め
弁
、
警
報
装
置
等
の
異
常
の
有
無

第
百
六
十
八
条
第
二
項
中
「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。



第
二
編
第
二
章
第
一
節
第
五
款
の
款
名
を
「
解
体
用
機
械
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
一
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
立
入
禁
止
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
ブ
レ
ー
カ
」
を
「
解
体
用
機
械
」
に
改
め
、

「
工
作
物
の
解
体
若
し
く
は
破
壊
の
作
業
（
令
第
六
条
第
十
五
号
の
五
の
作
業
を
除
く
。
）
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
岩
石
等
の

破
砕
の
」
を
削
り
、
「
措
置
」
の
下
に
「
（
令
第
六
条
第
十
五
号
の
二
、
第
十
五
号
の
三
及
び
第
十
五
号
の
五
の
作
業
に
あ
つ

て
は
、
第
二
号
の
措
置
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

物
体
の
飛
来
等
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
運
転
者
以
外
の
労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
な
い

こ
と
。

第
二
編
第
二
章
第
一
節
第
五
款
中
第
百
七
十
一
条
の
四
を
第
百
七
十
一
条
の
六
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
見
出
し
及
び
二
条

を
加
え
る
。

（
使
用
の
禁
止
）

第
百
七
十
一
条
の
四

事
業
者
は
、
路
肩
、
傾
斜
地
等
で
あ
つ
て
、
ブ
ー
ム
及
び
ア
ー
ム
の
長
さ
の
合
計
が
十
二
メ
ー
ト
ル
以

上
で
あ
る
解
体
用
機
械
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
解
体
用
機
械
」
と
い
う
。
）
の
転
倒
又
は
転
落
に
よ
り
労
働
者
に

危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
特
定
解
体
用
機
械
を
用
い
て
作
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、



当
該
場
所
に
お
い
て
、
地
形
、
地
質
の
状
態
等
に
応
じ
た
当
該
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

第
百
七
十
一
条
の
五

事
業
者
は
、
物
体
の
飛
来
等
に
よ
り
運
転
者
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
運
転
室
を
有

し
な
い
解
体
用
機
械
を
用
い
て
作
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
物
体
の
飛
来
等
の
状
況
に
応
じ
た
当
該
危
険
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
三
令
第
二
十
条
第
十
二
号
の
業
務
の
う
ち
令
別
表
第
七
第
六
号
に
掲
げ
る
建
設
機
械
の
運
転
の
業
務
の
項
中
「
第
六

号
」
を
「
第
六
号
１
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
第
二
十
条
第
十
二
号
の
業
務
の
う
ち

一

車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
用
）
運
転
技
能
講
習
（
平
成
二
十
五
年
七

令
別
表
第
七
第
六
号
２
に
掲
げ
る
建
設

月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
者

機
械
の
運
転
の
業
務

二

そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
一
款

構
造
（
第



「
第
一
款

総
則
（
第
百
五
十
一
条
の
八
十
四
）

百
五
十
二
条
・
第
百
五
十
三
条
）
」
を

に
改
め
る
部
分
及

第
一
款
の
二

構
造
（
第
百
五
十
二
条
・
第
百
五
十
三
条
）
」

び
「
第
五
款

ブ
レ
ー
カ
（
第
百
七
十
一
条
の
四
）
」
を
「
第
五
款

解
体
用
機
械
（
第
百
七
十
一
条
の
四
―
第
百
七
十
一

条
の
六
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
編
第
二
章
第
一
節
の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
三
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二

十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
規
格
又
は
安
全
装
置
を
具
備
す
べ
き
機
械
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
百
五
十
一
条
の

八
十
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
機
械
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
に
お
い
て
現
に
製
造
し
て
い
る
も
の
又
は
現
に

存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

（
就
業
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

事
業
者
は
、
新
安
衛
則
第
百
五
十
一
条
の
八
十
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
機
械
の
運
転
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
新
安

衛
則
第
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
当
該
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き



る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
前
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
車
両
系

建
設
機
械
（
解
体
用
）
運
転
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る

講
習
で
都
道
府
県
労
働
局
長
が
定
め
る
も
の
を
修
了
し
た
も
の

二

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
に
お
い
て
現
に
当
該
業
務
に
従
事
し
、
か
つ
、
当
該
業
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
者
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
講
習
で
都
道
府
県
労
働
局
長
が
定
め
る
も
の
を

修
了
し
た
も
の

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
家
内
労
働
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

家
内
労
働
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
機
械
の
項
第
一
号
中
「
そ
う
じ
」
を
「
掃
除
」
に
、
「
又
は
修
理
」
を
「
、
修
理
又
は
調
整
」
に
、
「
行
な
う
」

を
「
行
う
」
に
、
「
う
け
る
」
を
「
受
け
る
」
に
、
「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
、
「
覆
い
」
を
「
覆
い

お
お



」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
そ
う
じ
」
を
「
掃
除
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
う
け
る
」
を
「
受
け
る
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
中
「
か
け
る
」
を
「
掛
け
る
」
に
改
め
、
同
表
研
削
と
い
し
の
項
機
械
、
器
具
又
は
原
材
料
そ
の
他
の
物
品

の
欄
中
「
研
削
と
い
し
」
を
「
研
削
と
石
」
に
改
め
、
同
項
事
項
の
欄
第
一
号
中
「
研
削
と
い
し
」
を
「
研
削
と
石
」
に
改
め

、
同
欄
第
二
号
中
「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に
改
め
、
同
欄
第
三
号
中
「
研
削
と
い
し
」
を
「
研
削
と
石
」
に
改
め
、
同
表

プ
レ
ス
機
械
又
は
シ
ヤ
ー
の
項
第
三
号
中
「
こ
え
な
い
」
を
「
超
え
な
い
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
ゆ
る
み
」
を
「
緩
み
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め

、
同
表
危
険
物
の
項
第
一
号
中
「
ふ
た
板
」
を
「
蓋
板
」
に
改
め
、
同
表
有
機
溶
剤
等
の
項
第
二
号
中
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
ふ
れ
な
い
」
を
「
触
れ
な
い
」
に
改
め
、
同
項

第
五
号
イ
中
「
よ
い
」
を
「
良
い
」
に
、
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速

や
か
に
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
表
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
原
因

と
な
る
物
品
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
そ
う
じ
す
る
」
を
「
掃
除
す

る
」
に
改
め
、
同
表
鉛
等
の
項
第
三
号
中
「
真
空
そ
う
じ
機
」
を
「
真
空
掃
除
機
」
に
、
「
そ
う
じ
す
る
」
を
「
掃
除
す
る
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
つ
め
ブ
ラ
シ
」
を
「
爪
ブ
ラ
シ
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」



に
、
「
真
空
そ
う
じ
機
」
を
「
真
空
掃
除
機
」
に
、
「
そ
う
じ
す
る
」
を
「
掃
除
す
る
」
に
改
め
る
。


